
(57)【要約】

【課題】乗り心地性及び騒音性能の悪化を抑えながら、

耐ピンチカット性能を高める。

【解決手段】ビードコア５から半径方向外方にのびるゴ

ム硬度Ｈｓ１が８０～９５のビードエーペックスゴム８

と、ビード部の外側面をなすゴム硬度Ｈｓ２が６５～８

５かつ前記ゴム硬度Ｈｓ１よりも小のクリンチゴム９と

を具える。カーカス６は、ビードコア５、５間を跨る本

体部１１に、前記ビードコア５の廻りで巻き上げられる

巻上げ部１２を設けた内のカーカスプライ６Ａと、前記

本体部１１の外面に沿ってのびかつ半径方向内端がこの

本体部１１と前記ビードエーペックスゴム８との間に挟

まれて途切れる本体部１３からなる外のカーカスプライ

６Ｂとから形成される。前記巻上げ部１２のビードベー

スラインＢＬからの巻上げ高さＬｃは、タイヤ断面高さ

Ｌの６０％以下、かつ前記本体部１３の内端の巻下ろし

高さＬｄは、前記ビードエーペックスゴム８の高さＬ１

の６０％以下とする。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ト レ ッ ド 部 か ら サ イ ド ウ ォ ー ル 部 を へ て ビ ー ド 部 の ビ ー ド コ ア に 至 る カ ー カ ス と 、 前 記
ビ ー ド コ ア か ら 半 径 方 向 外 方 に の び る ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム と 、 こ の ビ ー ド エ ー ペ ッ ク
ス ゴ ム の タ イ ヤ 軸 方 向 外 側 に 配 さ れ か つ ビ ー ド 部 の 外 側 面 を な す リ ム ず れ 防 止 用 の ク リ ン
チ ゴ ム と を 具 え る 空 気 入 り タ イ ヤ で あ っ て 、
　 前 記 カ ー カ ス プ ラ イ は 、 前 記 ビ ー ド コ ア 間 を 跨 る 本 体 部 と 、 こ の 本 体 部 に 連 な り か つ 前
記 ビ ー ド コ ア の 廻 り を タ イ ヤ 軸 方 向 内 側 か ら 外 側 に 巻 き 上 げ ら れ る 巻 上 げ 部 と を 有 す る 内
の カ ー カ ス プ ラ イ 、 及 び 該 内 の カ ー カ ス プ ラ イ の 本 体 部 の 外 面 に 沿 っ て の び か つ 半 径 方 向
内 端 が 前 記 内 の カ ー カ ス プ ラ イ の 本 体 部 と 前 記 ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム と の 間 に 挟 ま れ て
途 切 れ る 本 体 部 か ら な る 外 の カ ー カ ス プ ラ イ か ら な り 、
　 し か も 前 記 内 の カ ー カ ス プ ラ イ の 巻 上 げ 部 の 半 径 方 向 外 端 の ビ ー ド ベ ー ス ラ イ ン か ら の
半 径 方 向 の 巻 上 げ 高 さ Ｌ ｃ は 、 タ イ ヤ 断 面 高 さ Ｌ の ６ ０ ％ 以 下 、 か つ 前 記 外 の カ ー カ ス プ
ラ イ の 本 体 部 の 半 径 方 向 内 端 の ビ ー ド ベ ー ス ラ イ ン か ら の 半 径 方 向 の 巻 下 ろ し 高 さ Ｌ ｄ は
、 前 記 ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム の 半 径 方 向 外 端 の ビ ー ド ベ ー ス ラ イ ン か ら の 半 径 方 向 の エ
ー ペ ッ ク ス 高 さ Ｌ １ の ６ ０ ％ 以 下 と す る と と も に 、
　 前 記 ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム の ゴ ム 硬 度 Ｈ ｓ １ を ８ ０ ～ ９ ５ 、 し か も 前 記 ク リ ン チ ゴ ム
の ゴ ム 硬 度 Ｈ ｓ ２ を ６ ５ ～ ８ ５ か つ 前 記 ゴ ム 硬 度 Ｈ ｓ １ よ り も 小 と し た こ と を 特 徴 と す る
空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム は 、 前 記 ビ ー ド コ ア か ら 半 径 方 向 外 方 に 先 細 状 に の び る 断
面 略 三 角 形 状 の エ ー ペ ッ ク ス 主 部 と 、 こ の エ ー ペ ッ ク ス 主 部 に 連 な り 半 径 方 向 外 方 に 実 質
的 に 一 定 の 厚 さ Ｔ で の び る 薄 い 翼 部 と か ら な り 、 か つ 前 記 厚 さ Ｔ を ０ ． ８ ～ １ ． ５ ｍ ｍ と
す る と と も に 、
　 前 記 エ ー ペ ッ ク ス 高 さ Ｌ １ を 、 前 記 タ イ ヤ 断 面 高 さ Ｌ の ３ ０ ～ ４ ０ ％ 、 か つ 前 記 エ ー ペ
ッ ク ス 主 部 の 半 径 方 向 外 端 の ビ ー ド ベ ー ス ラ イ ン か ら の 半 径 方 向 の エ ー ペ ッ ク ス 主 部 高 さ
Ｌ １ ａ を 、 前 記 エ ー ペ ッ ク ス 高 さ Ｌ １ の ２ ５ ～ ３ ５ ％ と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ク リ ン チ ゴ ム は 、 そ の 半 径 方 向 外 端 の ビ ー ド ベ ー ス ラ イ ン か ら の 半 径 方 向 の ク リ ン
チ 高 さ Ｌ ２ が 、 前 記 エ ー ペ ッ ク ス 高 さ Ｌ １ の ７ ０ ～ ８ ５ ％ で あ り 、 し か も 前 記 ク リ ン チ ゴ
ム は 、 厚 さ が 最 大 と な る 最 大 厚 さ 部 を 有 し 、 か つ こ の 最 大 厚 さ 部 の 厚 さ 中 心 の ビ ー ド ベ ー
ス ラ イ ン か ら の 半 径 方 向 の 最 大 厚 さ 高 さ Ｌ ２ ａ を 、 前 記 エ ー ペ ッ ク ス 主 部 高 さ Ｌ １ ａ の ６
５ ～ ９ ５ ％ と す る と と も に 、 前 記 最 大 厚 さ 部 の 最 大 厚 さ を ４ ． ０ ～ ５ ． ０ ｍ ｍ の 範 囲 と し
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 乗 り 心 地 性 及 び 騒 音 性 能 の 悪 化 を 抑 え な が ら 、 優 れ た 耐 ピ ン チ カ ッ ト 性 能 を
発 揮 し う る 空 気 入 り タ イ ヤ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 空 気 入 り タ イ ヤ で は 、 車 両 の 高 速 化 、 高 性 能 化 に 伴 っ て 偏 平 化 が 促 進 さ れ 、 近 年 、 偏 平
率 が ５ ０ ％ 、 或 い は そ れ 以 下 の 低 偏 平 タ イ ヤ も 広 く 使 用 さ れ て い る 。 し か し こ の よ う な 低
偏 平 タ イ ヤ で は 、 そ の サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 半 径 方 向 高 さ が 小 で あ る た め 、 タ イ ヤ が 路 面 上
の 大 き な 凹 み に 落 ち 込 ん だ り 、 縁 石 な ど の 突 起 を 乗 り 上 げ た り す る 際 に は 、 サ イ ド ウ ォ ー
ル 部 が 路 面 と リ ム フ ラ ン ジ と の 間 に 挟 ま れ る よ う に 大 き く 変 形 す る 。 そ し て 、 そ の と き 生
じ る 局 部 的 な 撓 み に よ っ て 、 カ ー カ ス コ ー ド が 切 断 し た り カ ー カ ス コ ー ド と ゴ ム と が 剥 離
す る な ど 所 謂 ピ ン チ カ ッ ト と 呼 ば れ る タ イ ヤ 損 傷 を 招 き や す い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 そ こ で 、 従 来 に お い て は 、 タ イ ヤ の 骨 格 を な す カ ー カ ス を 、 両 端 部 を ビ ー ド コ ア の 廻 り
で 巻 き 上 げ た ２ 枚 の カ ー カ ス プ ラ イ で 形 成 し 、 カ ー カ ス を 強 化 す る こ と に よ り 耐 ピ ン チ カ
ッ ト 性 能 の 向 上 が 図 ら れ て い た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し こ の よ う な 手 法 で は 、 カ ー カ ス を １ 枚 の カ ー カ ス プ ラ イ で 形 成 し た も の に 比 し て
、 タ イ ヤ 剛 性 が 大 幅 に 増 加 し 、 乗 り 心 地 性 を 大 き く 低 下 さ せ る と い う 問 題 が あ る 。 又 タ イ
ヤ の 周 方 向 共 振 周 波 数 も 上 が る た め 、 ロ ー ド ノ イ ズ を 悪 化 さ せ る と い う 問 題 も 招 く 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 乗 り 心 地 性 及 び ロ ー ド ノ イ ズ 等 の 騒 音 性 能 の 悪 化 を １ 枚 の カ ー カ ス プ
ラ イ 構 造 と ほ ぼ 同 レ ベ ル に 低 く 抑 え な が ら 、 耐 ピ ン チ カ ッ ト 性 能 を 大 幅 に 向 上 し う る 空 気
入 り タ イ ヤ を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ７ ０ ７ １ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ３ ４ ３ ３ ３ ４ 号 公 報
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 願 請 求 項 １ の 発 明 は 、 ト レ ッ ド 部 か ら サ イ ド ウ ォ ー ル 部
を へ て ビ ー ド 部 の ビ ー ド コ ア に 至 る カ ー カ ス と 、 前 記 ビ ー ド コ ア か ら 半 径 方 向 外 方 に の び
る ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム と 、 こ の ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム の タ イ ヤ 軸 方 向 外 側 に 配 さ れ
か つ ビ ー ド 部 外 側 面 を な す リ ム ず れ 防 止 用 の ク リ ン チ ゴ ム と を 具 え る 空 気 入 り タ イ ヤ で あ
っ て 、
　 前 記 カ ー カ ス プ ラ イ は 、 前 記 ビ ー ド コ ア 間 を 跨 る 本 体 部 に 、 前 記 ビ ー ド コ ア の 廻 り を タ
イ ヤ 軸 方 向 内 側 か ら 外 側 に 巻 き 上 げ た 巻 上 げ 部 を 一 連 に 設 け た 内 の カ ー カ ス プ ラ イ と 、 こ
の 内 の カ ー カ ス プ ラ イ の 本 体 部 の 外 面 に 沿 っ て の び か つ 半 径 方 向 内 端 が 前 記 内 の カ ー カ ス
プ ラ イ の 本 体 部 と 前 記 ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム と の 間 に 挟 ま れ て 途 切 れ る 本 体 部 か ら な る
外 の カ ー カ ス プ ラ イ と か ら な り 、
　 し か も 前 記 内 の カ ー カ ス プ ラ イ の 巻 上 げ 部 の 半 径 方 向 外 端 の ビ ー ド ベ ー ス ラ イ ン か ら の
半 径 方 向 の 巻 上 げ 高 さ Ｌ ｃ は 、 タ イ ヤ 断 面 高 さ Ｌ の ６ ０ ％ 以 下 、 か つ 前 記 外 の カ ー カ ス プ
ラ イ の 本 体 部 の 半 径 方 向 内 端 の ビ ー ド ベ ー ス ラ イ ン か ら の 半 径 方 向 の 巻 下 ろ し 高 さ Ｌ ｄ は
、 前 記 ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム の 半 径 方 向 外 端 の ビ ー ド ベ ー ス ラ イ ン か ら の 半 径 方 向 の エ
ー ペ ッ ク ス 高 さ Ｌ １ の ６ ０ ％ 以 下 と す る と と も に 、
　 前 記 ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム の ゴ ム 硬 度 Ｈ ｓ １ を ８ ０ ～ ９ ５ 、 し か も 前 記 ク リ ン チ ゴ ム
の ゴ ム 硬 度 Ｈ ｓ ２ を ６ ５ ～ ８ ５ か つ 前 記 ゴ ム 硬 度 Ｈ ｓ １ よ り も 小 と し た こ と を 特 徴 と し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 又 請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 前 記 ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム は 、 前 記 ビ ー ド コ ア か ら 半 径 方 向
外 方 に 先 細 状 に の び る 断 面 略 三 角 形 状 の エ ー ペ ッ ク ス 主 部 と 、 こ の エ ー ペ ッ ク ス 主 部 に 連
な り 半 径 方 向 外 方 に 実 質 的 に 一 定 の 厚 さ Ｔ で の び る 薄 い 翼 部 と か ら な り 、 か つ 前 記 厚 さ Ｔ
を ０ ． ８ ～ １ ． ５ ｍ ｍ と す る と と も に 、 前 記 エ ー ペ ッ ク ス 高 さ Ｌ １ を 、 前 記 タ イ ヤ 断 面 高
さ Ｌ の ３ ０ ～ ４ ０ ％ 、 か つ 前 記 エ ー ペ ッ ク ス 主 部 の 半 径 方 向 外 端 の ビ ー ド ベ ー ス ラ イ ン か
ら の 半 径 方 向 の エ ー ペ ッ ク ス 主 部 高 さ Ｌ １ ａ を 、 前 記 エ ー ペ ッ ク ス 高 さ Ｌ １ の ２ ５ ～ ３ ５
％ と し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 又 請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 前 記 ク リ ン チ ゴ ム は 、 そ の 半 径 方 向 外 端 の ビ ー ド ベ ー ス ラ イ ン
か ら の 半 径 方 向 の ク リ ン チ 高 さ Ｌ ２ が 、 前 記 エ ー ペ ッ ク ス 高 さ Ｌ １ の ７ ０ ～ ８ ５ ％ で あ り
、 し か も 前 記 ク リ ン チ ゴ ム は 、 厚 さ が 最 大 と な る 最 大 厚 さ 部 を 有 し 、 か つ こ の 最 大 厚 さ 部
の 厚 さ 中 心 の ビ ー ド ベ ー ス ラ イ ン か ら の 半 径 方 向 の 最 大 厚 さ 高 さ Ｌ ２ ａ を 、 前 記 エ ー ペ ッ
ク ス 主 部 高 さ Ｌ １ ａ の ６ ５ ～ ９ ５ ％ と す る と と も に 、 前 記 最 大 厚 さ 部 の 最 大 厚 さ を ４ ． ０
～ ５ ． ０ ｍ ｍ の 範 囲 と し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 明 細 書 で は 、 特 に 断 り が な い 限 り 、 タ イ ヤ の 各 部 の 寸 法 等 は 、 タ イ ヤ を 正 規 リ ム に リ
ム 組 み し か つ 正 規 内 圧 の ５ ％ を 充 填 し た ５ ％ 内 圧 状 態 に お い て 、 特 定 さ れ る 値 と す る 。 又
前 記 「 ゴ ム 硬 度 Ｈ ｓ 」 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ － Ｋ ６ ２ ５ ３ に 基 づ き デ ュ ロ メ ー タ ー タ イ プ Ａ に よ り 測
定 し た デ ュ ロ メ ー タ Ａ 硬 さ で あ る 。 な お 前 記 「 正 規 リ ム 」 と は 、 タ イ ヤ が 基 づ い て い る 規
格 を 含 む 規 格 体 系 に お い て 、 当 該 規 格 が タ イ ヤ 毎 に 定 め る リ ム で あ り 、 例 え ば Ｊ Ａ Ｔ Ｍ Ａ
で あ れ ば 標 準 リ ム 、 Ｔ Ｒ Ａ で あ れ ば  "Design Rim" 、 或 い は Ｅ Ｔ Ｒ Ｔ Ｏ で あ れ ば  "Measur
ing Rim"を 意 味 す る 。 又 前 記 「 正 規 内 圧 」 と は 、 前 記 規 格 が タ イ ヤ 毎 に 定 め て い る 空 気 圧
で あ り 、 Ｊ Ａ Ｔ Ｍ Ａ で あ れ ば 最 高 空 気 圧 、 Ｔ Ｒ Ａ で あ れ ば 表  "TIRE LOAD LIMITS AT VARI
OUS COLD INFLATION PRESSURES" に 記 載 の 最 大 値 、 Ｅ Ｔ Ｒ Ｔ Ｏ で あ れ ば  "INFLATION PRES
SURE" を 意 味 す る が 、 乗 用 車 用 タ イ ヤ の 場 合 に は １ ８ ０ ｋ Ｐ ａ と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 叙 上 の 如 く 構 成 し て い る た め 、 最 も 撓 み が 大 と な り ピ ン チ カ ッ ト が 起 こ り や す
い タ イ ヤ 最 大 幅 位 置 付 近 を 、 ２ 枚 の カ ー カ ス プ ラ イ に よ っ て 補 強 で き 、 局 部 的 な 曲 げ 変 形
を 抑 え る こ と に よ り 耐 ピ ン チ カ ッ ト 性 能 を 向 上 し う る 。 又 外 の カ ー カ ス プ ラ イ が 本 体 部 の
み か ら な り 、 か つ 内 の カ ー カ ス プ ラ イ の 本 体 部 と 重 置 し て い る た め 、 タ イ ヤ 剛 性 の 増 加 を
極 力 抑 え る こ と が で き る 。 し か も ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム と ク リ ン チ ゴ ム と の ゴ ム 硬 度 バ
ラ ン ス を 適 正 化 し て ビ ー ド 変 形 時 の 曲 げ 中 心 を カ ー カ ス 側 に 移 行 さ せ て い る こ と 、 及 び 内
の カ ー カ ス プ ラ イ の 巻 上 げ 高 さ Ｌ ｃ を タ イ ヤ 断 面 高 さ Ｌ の ６ ０ ％ 以 下 に 規 制 し て い る こ と
と も 相 俟 っ て 、 タ イ ヤ 剛 性 の 増 加 を よ り 低 く 抑 え る こ と が で き 、 乗 り 心 地 性 及 び 騒 音 性 能
の 悪 化 を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 を 、 図 示 例 と と も に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 空 気 入 り タ
イ ヤ の ５ ％ 内 圧 状 態 を 示 す 断 面 図 、 図 ２ は そ の ビ ー ド 部 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 空 気 入 り タ イ ヤ １ は 、 本 例 で は 、 偏 平 率 が ５ ０ ％ 以 下 の 低 偏 平 の 乗
用 車 用 ラ ジ ア ル タ イ ヤ で あ っ て 、 ト レ ッ ド 部 ２ か ら サ イ ド ウ ォ ー ル 部 ３ を へ て ビ ー ド 部 ４
の ビ ー ド コ ア ５ に 至 る カ ー カ ス ６ と 、 前 記 ビ ー ド コ ア ５ か ら 半 径 方 向 外 方 に の び る ビ ー ド
エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム ８ と 、 こ の ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム ８ の タ イ ヤ 軸 方 向 外 側 に 配 さ れ か つ
ビ ー ド 部 ４ の 外 側 面 Ｓ ｓ を な す リ ム ず れ 防 止 用 の ク リ ン チ ゴ ム ９ と を 具 え る 。 な お 前 記 ト
レ ッ ド 部 ２ に は 、 前 記 カ ー カ ス ６ の 半 径 方 向 外 側 を タ イ ヤ 周 方 向 に 延 在 す る 強 靱 な ベ ル ト
層 ７ が 配 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 ベ ル ト 層 ７ は 、 ス チ ー ル コ ー ド な ど の 高 強 力 の ベ ル ト コ ー ド を タ イ ヤ 周 方 向 に 対 し
て 例 え ば １ ０ ～ ３ ５ ゜ の 角 度 で 配 列 し た ２ 枚 以 上 、 本 例 で は ２ 枚 の ベ ル ト プ ラ イ ７ Ａ 、 ７
Ｂ か ら 形 成 さ れ 、 各 ベ ル ト コ ー ド が プ ラ イ 間 相 互 で 交 差 す る こ と に よ り 、 ベ ル ト 剛 性 を 高
め 、 ト レ ッ ド 部 ２ の 略 全 巾 を タ ガ 効 果 を 有 し て 強 固 に 補 強 す る 。 又 こ の ベ ル ト 層 ７ の 半 径
方 向 外 側 に は 、 高 速 耐 久 性 を 高 め る 目 的 で 、 例 え ば ナ イ ロ ン 等 の 有 機 繊 維 の バ ン ド コ ー ド
を 周 方 向 に 対 し て ５ 度 以 下 の 角 度 で 螺 旋 状 に 巻 回 さ せ た バ ン ド 層 １ ０ を 設 け る こ と が で き
る 。 こ の バ ン ド 層 １ ０ と し て 、 前 記 ベ ル ト 層 ７ の タ イ ヤ 軸 方 向 外 端 部 の み を 被 覆 す る 左 右
一 対 の エ ッ ジ バ ン ド プ ラ イ 、 及 び ベ ル ト 層 ７ の 略 全 巾 を 覆 う フ ル バ ン ド プ ラ イ が 適 宜 使 用
で き 、 本 例 で は 、 左 右 一 対 の エ ッ ジ バ ン ド プ ラ イ と 、 １ 枚 の フ ル バ ン ド プ ラ イ と を 組 み 合
わ せ て 使 用 し た 場 合 を 例 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 前 記 カ ー カ ス ６ は 、 カ ー カ ス コ ー ド を タ イ ヤ 周 方 向 に 対 し て 例 え ば ７ ５ ～ ９ ０ ゜
の 角 度 で 配 列 し た 半 径 方 向 内 外 の ２ 枚 の カ ー カ ス プ ラ イ ６ Ａ 、 ６ Ｂ か ら 形 成 さ れ る 。 カ ー
カ ス コ ー ド と し て は 、 ナ イ ロ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、 レ ー ヨ ン 等 の 周 知 の 有 機 繊 維 コ ー ド が 好
適 に 採 用 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 内 の カ ー カ ス プ ラ イ ６ Ａ は 、 前 記 ビ ー ド コ ア ５ 、 ５ 間 を 跨 る 本 体 部 １ １ と 、 こ の 本
体 部 １ １ に 連 な り か つ 前 記 ビ ー ド コ ア ５ の 廻 り を タ イ ヤ 軸 方 向 内 側 か ら 外 側 に 巻 き 上 げ ら
れ て 係 止 さ れ る 巻 上 げ 部 １ ２ と を 有 す る 所 謂 巻 き 上 げ の カ ー カ ス プ ラ イ と し て 形 成 さ れ る
と と も に 、 こ の 本 体 部 １ １ と 巻 上 げ 部 １ ２ と の 間 に は 、 前 記 ビ ー ド コ ア ５ か ら 半 径 方 向 外
方 に の び る 硬 質 の ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム ８ が 配 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 外 の カ ー カ ス プ ラ イ ６ Ｂ は 、 前 記 内 の カ ー カ ス プ ラ イ ６ Ａ の 本 体 部 １ １ の 外 面 に 沿
っ て ト レ ッ ド 部 ２ か ら タ イ ヤ 最 大 幅 位 置 Ｐ ｍ を 越 え て 半 径 方 向 内 方 に 巻 き 下 ろ さ れ る 本 体
部 １ ３ の み か ら 形 成 さ れ る 。 こ の 本 体 部 １ ３ の 半 径 方 向 内 端 は 、 前 記 内 の カ ー カ ス プ ラ イ
６ Ａ の 本 体 部 １ １ と 前 記 ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム ８ と の 間 に 挟 ま れ て 途 切 れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の と き 、 図 ２ に 拡 大 し て 示 す よ う に 、 ビ ー ド ベ ー ス ラ イ ン Ｂ Ｌ か ら 、 前 記 内 の カ ー カ
ス プ ラ イ ６ Ａ の 巻 上 げ 部 １ ２ の 半 径 方 向 外 端 ま で の 半 径 方 向 高 さ で あ る 巻 上 げ 高 さ Ｌ ｃ を
、 タ イ ヤ 断 面 高 さ Ｌ （ 図 １ に 示 す ） の ６ ０ ％ 以 下 と し て い る 。 又 ビ ー ド ベ ー ス ラ イ ン Ｂ Ｌ
か ら 、 前 記 外 の カ ー カ ス プ ラ イ ６ Ｂ の 本 体 部 １ ３ の 半 径 方 向 内 端 ま で の 半 径 方 向 高 さ で あ
る 巻 下 ろ し 高 さ Ｌ ｄ を 、 ビ ー ド ベ ー ス ラ イ ン Ｂ Ｌ か ら 前 記 ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム ８ の 半
径 方 向 外 端 ま で の 半 径 方 向 高 さ で あ る エ ー ペ ッ ク ス 高 さ Ｌ １ の ６ ０ ％ 以 下 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の カ ー カ ス ６ で は 、 最 も 撓 み が 大 と な り ピ ン チ カ ッ ト が 起 こ り
や す い タ イ ヤ 最 大 幅 位 置 Ｐ ｍ の 付 近 を 、 従 来 的 な ２ 枚 の カ ー カ ス プ ラ イ 構 造 と 同 様 、 ２ 枚
の 本 体 部 １ １ 、 １ ３ に よ っ て 補 強 し て い る 。 こ れ に よ り 、 局 部 的 な 曲 げ 変 形 を 抑 え 、 ピ ン
チ カ ッ ト の 発 生 を 抑 制 す る 。 又 カ ー カ ス ６ で は 、 外 の カ ー カ ス プ ラ イ ６ Ｂ を 前 記 本 体 部 １
３ の み で 形 成 す る と と も に 、 そ の 巻 下 ろ し 高 さ Ｌ ｄ 及 び 内 の カ ー カ ス プ ラ イ ６ Ａ の 巻 上 げ
高 さ Ｌ ｃ を 、 上 記 の 如 く 規 制 し て い る 。 従 っ て タ イ ヤ 剛 性 を 減 じ る こ と が で き 、 周 方 向 共
振 周 波 数 に 影 響 す る ロ ー ド ノ イ ズ な ど の 騒 音 性 能 、 及 び 乗 り 心 地 性 の 悪 化 を 抑 制 す る こ と
が 可 能 と な る 。 な お 前 記 巻 上 げ 高 さ Ｌ ｃ が タ イ ヤ 断 面 高 さ Ｌ の ６ ０ ％ を 越 え る と 、 タ イ ヤ
剛 性 が 高 く な り 、 騒 音 性 能 及 び 乗 り 心 地 性 の 悪 化 抑 制 が 困 難 と な る 。 又 前 記 巻 下 ろ し 高 さ
Ｌ ｄ が エ ー ペ ッ ク ス 高 さ Ｌ １ の ６ ０ ％ を 越 え る と 、 ピ ン チ カ ッ ト 抑 制 効 果 が 充 分 発 揮 さ れ
な く な る と と も に 、 タ イ ヤ 剛 性 が 減 じ て 操 縦 安 定 性 の 低 下 を 招 く 。 な お 前 記 巻 上 げ 高 さ Ｌ
ｃ が 低 す ぎ て も 、 操 縦 安 定 性 に 不 利 を 招 く と と も に 、 ビ ー ド 変 形 時 、 巻 上 げ 部 １ ２ の 外 端
に 圧 縮 応 力 が 作 用 し て ビ ー ド 耐 久 性 を 低 下 さ せ る 傾 向 と な る 。 こ の よ う な 観 点 か ら 、 前 記
巻 上 げ 高 さ Ｌ ｃ の 下 限 値 は 、 タ イ ヤ 断 面 高 さ Ｌ の ３ ５ ％ 以 上 が 好 ま し い 。 又 前 記 巻 下 ろ し
高 さ Ｌ ｄ は 、 乗 心 地 の 確 保 と タ イ ヤ 質 量 軽 減 の 観 点 か ら 、 そ の 下 限 値 を エ ー ペ ッ ク ス 高 さ
Ｌ １ の ２ ０ ％ 以 上 と す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 前 記 ピ ン チ カ ッ ト 抑 制 効 果 を 高 く 確 保 し な が ら 、 騒 音 性 能 及 び 乗 り 心 地 性 の 悪 化
抑 制 効 果 を よ り 高 め る た め に 、 前 記 ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム ８ を 、 前 記 ビ ー ド コ ア ５ か ら
半 径 方 向 外 方 に 先 細 状 に の び る 断 面 略 三 角 形 状 の エ ー ペ ッ ク ス 主 部 ８ Ａ と 、 こ の エ ー ペ ッ
ク ス 主 部 ８ Ａ に 連 な り 半 径 方 向 外 方 に 実 質 的 に 一 定 の 厚 さ Ｔ で の び る 薄 い 翼 部 ８ Ｂ と で 形
成 し て い る 。 こ の と き 、 前 記 厚 さ Ｔ は 、 ０ ． ８ ～ １ ． ５ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る 。 又 ビ ー ド エ ー
ペ ッ ク ス ゴ ム ８ の 前 記 エ ー ペ ッ ク ス 高 さ Ｌ １ は 、 前 記 タ イ ヤ 断 面 高 さ Ｌ の ３ ０ ～ ４ ０ ％ の
範 囲 で あ り 、 か つ 前 記 エ ー ペ ッ ク ス 主 部 ８ Ａ の 半 径 方 向 外 端 の ビ ー ド ベ ー ス ラ イ ン Ｂ Ｌ か
ら の 半 径 方 向 高 さ で あ る エ ー ペ ッ ク ス 主 部 高 さ Ｌ １ ａ は 、 前 記 エ ー ペ ッ ク ス 高 さ Ｌ １ の ２
５ ～ ３ ５ ％ に 設 定 さ れ て い る 。 な お 「 実 質 的 に 一 定 の 厚 さ Ｔ 」 と は 、 例 え ば 加 硫 成 形 な ど
の タ イ ヤ 製 造 工 程 に 起 因 す る ± １ ０ ％ の 厚 さ の 変 動 、 及 び 外 端 部 に お け る 先 細 状 の 厚 さ 変
動 を 許 容 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム ８ は 、 前 記 エ ー ペ ッ ク ス 主 部 ８ Ａ が 小 高 さ で 形 成 さ
れ な が ら も 、 そ の 半 径 方 向 外 側 に 薄 い 翼 部 ８ Ｂ を 延 設 し て い る 。 そ の た め 、 必 要 な タ イ ヤ
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横 剛 性 （ 横 バ ネ ） を 確 保 し て 操 縦 安 定 性 を 維 持 し な が ら 、 タ イ ヤ 縦 剛 性 （ 縦 バ ネ ） を 減 じ
る こ と が で き 、 騒 音 性 能 及 び 乗 り 心 地 性 の 悪 化 抑 制 を よ り 高 め う る 。 な お 前 記 エ ー ペ ッ ク
ス 主 部 高 さ Ｌ １ ａ が 前 記 エ ー ペ ッ ク ス 高 さ Ｌ １ の ２ ５ ％ 未 満 で は 、 充 分 な ビ ー ド 剛 性 が 得
ら れ ず に 操 縦 安 定 性 の 低 下 を 招 き 、 逆 に ３ ５ ％ を 越 え る と 、 エ ー ペ ッ ク ス 主 部 ８ Ａ の 半 径
方 向 外 端 で 歪 み の 集 中 が 大 き く 起 こ り 耐 久 性 に 不 利 と な る 。 又 前 記 エ ー ペ ッ ク ス 高 さ Ｌ １
が 前 記 タ イ ヤ 断 面 高 さ Ｌ の ３ ０ ％ 未 満 で は 、 充 分 な 横 剛 性 が 得 ら れ ず に 操 縦 安 定 性 の 低 下
を 招 き 、 逆 に ４ ０ ％ を 越 え る と 、 ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム ８ の 半 径 方 向 外 端 が 、 最 も 撓 み
が 大 と な る タ イ ヤ 最 大 幅 位 置 Ｐ ｍ に 近 づ く た め 、 該 外 端 を 起 点 と し て 損 傷 が 生 じ や す く な
る 。 又 厚 さ Ｔ が ０ ． ８ ｍ ｍ で は 、 タ イ ヤ 横 剛 性 が 確 保 で き ず 操 縦 安 定 性 を 損 ね 、 逆 に １ ．
５ ｍ ｍ を 越 え る と 、 縦 剛 性 が 大 き く な っ て 、 特 に 周 方 向 共 振 周 波 数 が 増 加 し ロ ー ド ノ イ ズ
の 悪 化 を 招 く 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 又 前 記 ク リ ン チ ゴ ム ９ は 、 前 記 ビ ー ド 部 ４ の 底 面 Ｓ ｂ か ら 半 径 方 向 外 側 に 立 ち 上 が り 、
少 な く と も リ ム フ ラ ン ジ Ｒ ｆ と 接 触 す る 領 域 に お い て は 、 外 に 露 出 す る こ と に よ り ビ ー ド
部 ４ の 外 側 面 Ｓ ｓ を 構 成 し て い る 。 又 ク リ ン チ ゴ ム ９ は 、 そ の 厚 さ ｔ が 最 大 と な る 最 大 厚
さ 部 ９ Ｍ を 有 し 、 こ の 最 大 厚 さ 部 ９ Ｍ か ら は 、 厚 さ を 漸 減 し な が ら 半 径 方 向 外 方 に 延 在 す
る と と も に 、 半 径 方 向 外 端 の ビ ー ド ベ ー ス ラ イ ン Ｂ Ｌ か ら の 半 径 方 向 高 さ で あ る ク リ ン チ
高 さ Ｌ ２ を 、 前 記 エ ー ペ ッ ク ス 高 さ Ｌ １ の ７ ０ ～ ８ ５ ％ と し て い る 。 又 前 記 最 大 厚 さ 部 ９
Ｍ に お け る 最 大 厚 さ ｔ ｍ は 、 ４ ． ０ ～ ５ ． ０ ｍ ｍ の 範 囲 で あ り 、 か つ 前 記 最 大 厚 さ 部 ９ Ｍ
の 厚 さ 中 心 Ｍ ｐ の ビ ー ド ベ ー ス ラ イ ン Ｂ Ｌ か ら の 半 径 方 向 高 さ で あ る 最 大 厚 さ 高 さ Ｌ ２ ａ
は 、 前 記 エ ー ペ ッ ク ス 主 部 高 さ Ｌ １ ａ の ６ ５ ～ ９ ５ ％ と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 前 記 ク リ ン チ 高 さ Ｌ ２ が 前 記 エ ー ペ ッ ク ス 高 さ Ｌ １ の ７ ０ ％ 未 満 で は 、 タ イ ヤ 横 剛
性 が 不 足 し て 操 縦 安 定 性 の 低 下 を 招 き 、 逆 に ８ ５ ％ を 超 え る と 、 ク リ ン チ ゴ ム ９ の 半 径 方
向 外 端 と ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム ８ の 半 径 方 向 外 端 と が 近 づ く た め 、 各 外 端 に 歪 み の 集 中
が 大 き く 起 こ り 耐 久 性 能 に 不 利 と な る 。 又 前 記 最 大 厚 さ ｔ ｍ が ４ ． ０ ｍ ｍ 未 満 で は 、 タ イ
ヤ 横 剛 性 が 不 足 し て 操 縦 安 定 性 の 低 下 を 招 き 、 逆 に ５ ． ０ ｍ ｍ を 越 え る と 、 剛 性 が 過 大 と
な っ て 、 リ ム フ ラ ン ジ Ｒ ｆ と の 接 触 圧 が 不 足 す る 。 又 ク リ ン チ ゴ ム ９ の 前 記 最 大 厚 さ 高 さ
Ｌ ２ ａ が 、 エ ー ペ ッ ク ス 主 部 高 さ Ｌ １ ａ の ６ ５ ～ ９ ５ ％ の 範 囲 か ら 外 れ る と 、 エ ー ペ ッ ク
ス 主 部 ８ Ａ の 半 径 方 向 外 端 で 屈 曲 し や す く な る な ど 歪 み が 集 中 し て 耐 久 性 を 損 ね る 傾 向 と
な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 前 記 ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム ８ の ゴ ム 硬 度 Ｈ ｓ １ は 、 ８ ０ ～ ９ ５ 、 し か も 前 記
ク リ ン チ ゴ ム ９ の ゴ ム 硬 度 Ｈ ｓ ２ は 、 ６ ５ ～ ８ ５ か つ 前 記 ゴ ム 硬 度 Ｈ ｓ １ よ り も 小 に 設 定
さ れ る 。 こ の よ う に 、 ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム ８ を ク リ ン チ ゴ ム ９ よ り も 硬 質 と し て ゴ ム
硬 度 バ ラ ン ス を 適 正 化 し て い る た め 、 ビ ー ド 変 形 時 の 曲 げ 中 心 （ 応 力 の 中 心 ） を タ イ ヤ 外
面 側 か ら カ ー カ ス プ ラ イ ６ Ａ 、 ６ Ｂ の 本 体 部 側 に 移 行 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 曲 げ
変 形 時 に 本 体 部 １ １ 、 １ ３ に 作 用 す る 局 部 的 な 応 力 を 減 じ る こ と が で き 、 カ ー カ ス コ ー ド
の 破 断 損 傷 な ど を 抑 制 し う る な ど 、 前 述 の カ ー カ ス プ ラ イ 構 造 と 相 俟 っ て 、 ピ ン チ カ ッ ト
抑 制 に よ り 高 い 効 果 を 発 揮 し う る 。 又 曲 げ 変 形 が 広 範 囲 に 分 散 さ れ る た め 、 騒 音 性 能 及 び
乗 り 心 地 性 に も 有 利 と な る 。 又 特 に 本 例 で は 、 ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム ８ に 翼 部 ８ Ｂ を 形
成 し て い る た め 、 曲 げ 変 形 時 の 応 力 の 中 心 を 前 記 本 体 部 側 に よ り 移 行 さ せ る こ と が で き 、
ピ ン チ カ ッ ト 抑 制 効 果 と 、 騒 音 性 能 及 び 乗 り 心 地 性 の 向 上 効 果 と を い っ そ う 高 く 発 揮 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ の た め に 、 前 記 ゴ ム 硬 度 の 差 （ Ｈ ｓ １ － Ｈ ｓ ２ ） は 、 ２ ． ０ 以 上 、 さ ら に は ５ ． ０ 以
上 確 保 す る の が 好 ま し い 。 な お ク リ ン チ ゴ ム ９ の 前 記 ゴ ム 硬 度 Ｈ ｓ ２ が ６ ５ 未 満 で は 剛 性
が 不 足 し 、 逆 に ８ ５ を 超 え る と ク リ ン チ ゴ ム ９ が 硬 質 化 し 過 て 靱 性 を 減 じ 、 耐 疲 労 性 を 低
下 す る と と も に 乗 心 地 性 等 に も 不 利 と な る 。 従 っ て 、 ゴ ム 硬 度 Ｈ ｓ ２ の 上 限 は 、 ８ ０ よ り
小 が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 又 本 例 で は 、 前 記 外 の カ ー カ ス プ ラ イ ６ Ｂ の 本 体 部 １ ３ は 、 エ ー ペ ッ ク ス 主 部 ８ Ａ の 内
側 面 上 で 終 端 し た も の を 例 示 し て い る が 、 翼 部 ８ Ｂ の 内 側 面 上 で 終 端 さ せ る こ と も で き る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 特 に 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明 は 図 示 の 実 施 形 態 に
限 定 さ れ る こ と な く 、 種 々 の 態 様 に 変 形 し て 実 施 し う る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ に 示 す 構 造 を 有 す る タ イ ヤ サ イ ズ が ２ ２ ５ ／ ４ ５ Ｒ １ ７ の 低 偏 平 の 乗 用 車 用 タ イ ヤ
を 表 １ の 仕 様 に 基 づ い て 試 作 す る と と も に 、 各 試 供 タ イ ヤ の 縦 バ ネ 、 横 バ ネ 、 操 縦 安 定 性
、 乗 り 心 地 性 、 騒 音 性 、 耐 ピ ン チ カ ッ ト 性 能 を テ ス ト し そ の 結 果 を 表 １ に 記 載 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ １ ） 横 バ ネ 、 縦 バ ネ ：
　 リ ム （ １ ７ × ８ Ｊ Ｊ ） 、 内 圧 （ ２ ３ ０ ｋ Ｐ ａ ） の 条 件 に て 縦 荷 重 （ ４ ． １ ｋ Ｎ ） を 作 用
さ せ た と き の 縦 撓 み を 計 測 し 、 こ の 縦 撓 み で 前 記 縦 荷 重 を 除 す こ と に よ り 縦 バ ネ 定 数 を 求
め た 。 ま た 縦 荷 重 （ ４ ． １ ｋ Ｎ ） 、 横 力 （ ２ ． ０ ｋ Ｎ ） を 作 用 さ せ た と き の 横 変 位 を 計 測
し 、 こ の 横 変 位 で 横 力 を 除 す こ と に よ り 横 バ ネ 定 数 を 求 め た 。 い ず れ も 従 来 例 １ を １ ０ ０
と す る 指 数 で 表 示 し 、 値 が 大 な 方 が バ ネ 定 数 が 高 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ ２ ） 操 縦 安 定 性 、 及 び 乗 り 心 地 性 ：
　 リ ム （ １ ７ × ８ Ｊ Ｊ ） 、 内 圧 （ ２ ３ ０ ｋ Ｐ ａ ） の 条 件 に て 、 車 両 （ 国 産 ２ ０ ０ ０ ｃ ｃ 、
Ｆ Ｒ 車 ） の 全 輪 に 装 着 し て 、 ド ラ イ ア ス フ ァ ル ト 路 面 の タ イ ヤ テ ス ト コ ー ス を 走 行 し 、 操
縦 安 定 性 、 及 び 乗 り 心 地 性 を ド ラ イ バ ー の 官 能 評 価 に よ り 、 従 来 例 １ を ６ と す る １ ０ 点 法
で 表 示 し た 。 値 が 大 き い 方 が 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ ３ ） 騒 音 性 （ ロ ー ド ノ イ ズ 性 ） ：
　 前 記 車 両 を 用 い 、 １ 名 乗 車 に て ロ ー ド ノ イ ズ 計 測 路 （ ア ス フ ァ ル ト 粗 面 路 ） を 速 度 ６ ０
km／ H で 走 行 し た 。 そ し て そ の と き の 車 内 騒 音 を 、 ド ラ イ バ ー の 官 能 評 価 に よ り 、 従 来 例
１ を １ ０ ０ と す る 指 数 で 表 示 し 、 値 が 大 な 方 が 騒 音 性 に 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ ４ ） 耐 ピ ン チ カ ッ ト 性 能 ：
　 試 験 路 上 の 側 方 に 設 け た 高 さ １ １ ０ mm、 巾 １ ０ ０ mm、 長 さ １ ５ ０ ０ mmの 鉄 製 突 起 に 対 し
て 、 試 供 タ イ ヤ を 装 着 し た 前 記 車 両 を 、 前 記 突 起 の 長 さ 方 向 に 対 し て １ ５ ° の 角 度 で 進 入
さ せ 該 突 起 を 乗 り 越 す 、 突 起 乗 越 し テ ス ト を 行 っ た 。 こ の と き 、 進 入 速 度 を １ ５ km／ Ｈ か
ら １ km／ Ｈ の ス テ ッ プ で 逐 次 上 昇 さ せ 、 パ ン ク が 発 生 し た と き の 速 度 を 比 較 例 １ を １ ０ ０
と す る 指 数 で 表 示 し た 。 値 が 大 な ほ ど 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 実 施 例 の タ イ ヤ は 、 乗 り 心 地 性 及 び 騒 音 性 を １ 枚 の カ ー カ ス プ ラ イ 構 造 と ほ ぼ 同 レ ベ ル
に 低 く 抑 え な が ら 、 耐 ピ ン チ カ ッ ト 性 能 が 大 幅 に 向 上 さ れ る の が 確 認 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 一 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 そ の ビ ー ド 部 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
２ 　 　 　 ト レ ッ ド 部
３ 　 　 　 サ イ ド ウ ォ ー ル 部
４ 　 　 　 ビ ー ド 部
５ 　 　 　 ビ ー ド コ ア
６ 　 　 　 カ ー カ ス
６ Ａ 　 　 内 の カ ー カ ス プ ラ イ
６ Ｂ 　 　 外 の カ ー カ ス プ ラ イ
８ 　 　 　 ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム
８ Ａ 　 　 エ ー ペ ッ ク ス 主 部
８ Ｂ 　 　 翼 部
９ 　 　 　 ク リ ン チ ゴ ム
９ Ｍ 　 　 最 大 厚 さ 部
１ １ 　 　 本 体 部
１ ２ 　 　 巻 上 げ 部
１ ３ 　 　 本 体 部
Ｍ ｐ 　 　 厚 さ 中 心
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